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当選者に住警器が贈られる
猪苗代消防署が当選住警器を設置

雪野署長から住警器を受け取る小林さん（右）

　猪苗代消防署は２月 15 日、会津若松広域消防本部が実施した
住宅用火災警報器設置キャンペーンの抽選で当選した小林ヨシさ
ん宅で、住警器の受け渡しと設置を実施しました。
　雪野耕一署長から小林さんに住警器が手渡されると、小林さん
の要望を受け、消防署員が寝室に設置。小林さんは、一安心といっ
た表情を浮かべ作業を見守りました。
　猪苗代消防署管内では町内の７世帯が当選し、そのうち５世帯
は 70 歳以上の高齢者世帯。同署では、高齢者世帯から要望があ
れば、署員が出向いて設置するとのことです。

　スキーリゾートふくしま創造会議が主催する「エンジョイデコ
ボコ in 会津磐梯山エリア」は 19、20 日の両日、リステルスキー
ファンタジアで開催され、小中学生ら約 40 人が参加しました。
　バンクーバー冬季五輪モーグル男子 7 位入賞の遠藤尚
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コーチらが講師を務め、子どもたちにエア台を使ったジャンプな
どを指導しました。遠藤選手は「こうした交流からモーグルを楽
しむ人が増えるといいですね」と笑顔を見せました。

トップ選手から技術を学ぶ
モーグル五輪代表選手が直接指導

故佐藤信太郎氏に勲記伝達
正六位・瑞宝双光章の栄誉に輝く

書状を受け取った佐藤長子さんと信一さん（中央）

　故佐藤信
し ん

太
た

郎
ろ う

さん（西久保）への叙位・叙勲伝達式は２月 16 日、
町役場で挙行され、故人に代わり出席した佐藤長
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町長から内閣総理大臣名の勲記が伝達されました。
　津金町長は「教育に心血を注いだ先生の情熱に、心から感謝を
申し上げたい」とあいさつ。長子さんと共に出席した長男の信
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さんは「父が亡くなって、あらためてその大きさを感じている。
素晴らしい賞をいただき感謝しています」と謝辞を述べました。
　式の終了後、佐藤さんから町の教育行政に生かしてほしいと寄
付の申し出があり、土屋重
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教育長に 20 万円が手渡されました。

子どもたちに指導をする大友選手（右）と上野選手（中）

　猪苗代消防署では２月 21 日、町内 3 保育所の保育士
や保護者などを対象に救急講座が開かれました。３保育
所では、３月末をめどにＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を備え付けることになっており、それに備えたものです。
　消防署員から心臓マッサージや人工呼吸などの心肺蘇
生法やＡＥＤの使用方法などについて説明があった後、
ダミー人形を使った実技講習が実施されました。受講し
た保育士や保護者らは、万が一の事故に備えて真剣な表
情で実技に取り組みました。
　４月からは、町内３保育所にＡＥＤがあります。もし
もの場合には、貸し出すことができますので、保育所や
役場にはＡＥＤがあると覚えておいてください（通常業
務時間内）。
※ＡＥＤは、心室細動の際に機器が自動的に解析を行い、
必要に応じて電気的なショック（除細動）を与え、心臓
の働きを戻すことを試みる医療機器です。音声ガイドに
従って操作することで、比較的簡単に扱えますが、救急
講座などを受講して、心肺蘇生法と共に使用方法を学ん
でおくことをお勧めします。　
　　　　　大切な人が倒れたとき、
　　　　　あなたにもできることがあります
　猪苗代消防署では、毎月第２土曜日の午前９時から、
ＡＥＤの使用法も含めた「町民救急講座」を実施してい
ます。受講する人が１人でも実施しますので気軽に参加
してください。猪苗代消防署　☎（62）4433

町内３保育所にＡＥＤ設置
保育士、保護者らが救命法を学ぶ

ＡＥＤの設置を間近に控え、猪苗代消防署で救急講座を受講
する保育士や保護者ら。子どもたちや保護者の万が一に備え
て、真剣な表情で訓練に取り組みました

　猪苗代山岳会の江花俊
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会長は２月 24 日、町役場を訪れ津金
町長に感謝状受賞の報告をしました。感謝状は、１月 16 日に発
生した箕輪山の遭難事故で、捜索に参加し、救助に協力した功
績により、猪苗代警察署（渡部立
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署長）から贈られたものです。
　津金町長は「当日はひどい天候だった。山岳会の皆さんの努力
と苦労を町民の皆さんにも知ってもらいたい」と話し、会員の労
をねぎらいました。江花会長は「私たちの地元の山なので救助は
当然の行為だと思っているが、登山をする人は、くれぐれも無理
をしないで天気のいい日に登ってほしい」と話しました。

古里の山を守る活動に感謝
猪苗代山岳会に感謝状が贈られる　

感謝状を手にする江花会長

写真は役場１階に設置されているＡＥＤ


